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緒 言

血 清 蛋 白中 の抗 体 が 如 何 な る部 分 に存 在 す る かに

つい ては ふ る く塩 析 法 に よる分 割 法澱 物 に つ い て研

究 され, Landsteiner u. Calvo1), Pribram2),千 原3)

その他 多 数 の報 告 に よつ て つ ね にGlobulin分 劃 と

の関 係が 強 調 され て きた.そ の 後Howe4), Cohn5)

らに よる硫 酸 ソー ダ また は亜 硫 酸 ソー ダ分 劃法,さ

らにCohn6)お よ びEdsallの エ タ ノー ル 分 離法,

なお すす んでTiseliusに よる電 気 泳 動法 が 考 按 さ

れ,そ の 方面 の研 究 は 一層 促 進 され た.同 法に よれ

ば血 清 蛋 白質 は電 気 泳 動 的 に 移 動 度 を 異 に す る

AlbuminとGlobulinと に分 劃 され,さ ら にGlobu

linは α-, β,お よび γ-Globulinよ り成 立 す る こ

とが あ き らか と なつ た.一 方 抗 体Globulinは 動物

の種 類 に よ り差 異 のあ る こ と をHeidelberger9) 10),

 Kabat11)ら は超 遠 心沈 澱 法 な ら びに 免 疫学 的研 究 に

よつ て あ き らか に し, Tiselius12)は 電 気 泳 動 的 に こ

れ を 証明 した.す な わ ち, Tiselius & Kabatは 抗

肺 炎 菌 ウ マ血 清 に お い て β-Globulinと γ-Globulin

の中 間に 新 蛋 白質 と して あ らわ れ,そ の後 ひ きつ づ

き免 疫す る こと に よ り γ-Globulinに 属 す る抗 体 の

生 ず る こ とを発 見 した.ま たVan der Scheerら は

種 々の細 菌 に た いす る抗 ウ マ血 清 に お い てγ-Globu

linの 増 加 お よび新 蛋 白質(T-Component)の 出現

を報 告 してい る.ウ サ ギ面 清 に つ いて はTiselius &

 Kabat13)は 抗肺 炎菌 ウサ ギ血 清 に つ い て γ-Globu

linの 著 増 を み とめ,さ らに 抗 原 を も つ て これ を吸

收 す る と γ-Globulinが 減少 す る と し,ウ サ ギの抗

体Globulinは 電 気 泳 動 的 に正 常Globulinと 同 一

の もの で ある ことを立 証 した.ま たHeidelberger9)

お よびKabat11)は 前述 の ご と く 超遠 心 法 に よ り各

種 動物 の 抗体 分 子 量を 測 定 し,ウ サ ギ抗 体 は ウ マ抗

体 よ りもそ の 分子 量 が小 さ く正 常Globulinと ほ と

ん どひ と しい と報 告 して い る.一 方Pappenheimer15),

 Wuhrmann16)ら は α-Globulinも 抗体 と関係 が あ る

と称 し,石 川17)ら は過 敏 性成 立 の 過程 に お け る血 清

蛋 白の 変動 に 関 し電 気 泳 動法 お よび塩 析 法 に よ り実

験 し,卵 白Albuminを もつ て感 作 し た 場 合 は γ-

Globulinの 増 加, Jodそ の他 の薬 物 な もつ て した場

合 は α-お よ び β-Globulin,と くに β-Globulin

の増 加 を報 告 し,緒 方(正)18)は ウシ,ヒ トお よびヤ

ギ面 清 を もつ て 高 度に 免 疫 した 抗 ウサ ギ血 清 は総 蛋

白 量の増 加 と とも に γ-Globulinも 増 加 す る と称 し,

山 根19)は ウ マ,ウ シお よび ヤ ギ血 清を 抗 原 と した抗

ウ サ ギ血清 に お い て β-お よび γGlobulinの 増 量を

み とめ, γ-Globulinと 血 中抗 体 価 と はほ と ん ど 平

行 関係 を 示 した とのべ て い る.か くの ごと く,先 人

の業 蹟 に よ り抗体 は 血清Globulinに ふ くま れ,と

くに γ-Globulinと 密 接 な 関係 にあ る ことは 明 白 で

あ る.

一 方抗 体 産 生母 地に つ い ては 種 々 の説 が存 し
,ふ

る くPfeiffer & Marx20)ら に よ り そ の主 要 母 地 は

脾 と称 せ られ た が,そ の後Aschoff21)に よ り脾 もま

た網 状 織 内被 細 胞 系統(本 論 文 では 網 内 系 と 略 称

す)の 一 部 で あ ると され て以 来Bieling22), Neufeld

 & Meyer23), Singer & Adler24), Sabin25)お よ び木

村26)ら 多 数 の研 究 者 は該 系統 を もつ て 抗 体産 生 母 地

と称 して い る.し か し近 年 天 野27)あ るい はBing28),

 Fagraeus29)ら の 形質 細 胞 抗体 産生 説 が お こ り,ま
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たEhrlich & Harrisら の リンパ抗体産生説も主張

されている.

沈 降反応により抗源抗体反応を観 察す る方法は

1897年R. Kraus31)に は じまつたが,そ の後Dean

 & Webbは 抗原抗体反応の量的関係より沈降反応に

おける最適比の存在をみ とめ,さ らにHeidelber

ger33)ら は定量的沈降反応の考察より抗体の免疫時

期的相違について研究し,免 疫の進行にともなつて

当量帯がひろくなること,沈 澱中の抗体の抗原にた

いする割合が当量帯の抗体過剰域側においては免疫

とともに増加し,抗 原過剰域においては反対に減少

することを実験もた.し かしつねにこのような変化

がおこるわけではなく,当 量帯の幅な らびに抗原

抗体比の変化のみとめ られない場合があ ること

はHeidelbergerら 自身 の実験, Taylor, Adair &

 Adair34)の 報告にも示 され てい る.ま たHeidel

berger, Trefers & Mayer35), Pappenheimer36)は

免疫初期には抗原と結合しても沈澱を形成しない抗

体が存在すると報じ, Van der Scheer, Lagsdin &

 Wyckoff37)は 免疫初期の抗体Globulinは 後期に産

生されるものとGlobulinの 種類をことにすると称

している.ま たWuhrmann16)は 電気泳動的分析の

立場から血清中にFruhantikorperの 存在を指摘し

ている.か かる諸事実より免疫動物の血清中には正

常Globulinか ら抗原に十分適合した抗体Globulin

に至 る間のあらゆる段階のGlobulinが 存在するこ

とが思惟される.

著者は以上のべたごとき一連の関係を有する網内

系,血 清蛋白分劃および抗原抗体反応 にたいす る

Thiazolocyanin系 感光色素Platoninの 影 響 を追

求せんと企図し,ま ずその前提としてそれら3者 の

消長を一定間隔のもとに観察し,さ らに網内系中の

主要臓器たる脾を剔出することにより,ま た該系統

の墨汁による填塞によつてその機能を低下せしめ,

これら3者 におよぶ変化を観察して3者 間の関孫を

究明し,あ わせて続編における実験の対照成績をう

るために本実験をおこなつた.

実験方法ならびに実験材料

1.実 験動物

実験動物は2.5～3.0kgの 成熟ウサギを使用し,

豆腐粕をもつて同一小舎に飼育し, 1週 間一定の条

件のもとに飼育した後に実験した.

2.抗 原および免疫方法

抗原はウシ血清を使用し,そ の5ccを1回 耳靜脈

に注射した.

3.網 内系機能障害

a)墨 汁填塞

網内系とは全身にひろく分布し,共 通の機能と細

胞学的性質を有する一連 の特殊細胞群であつて,

 Aschoff21)に よつて本系統の体系が明確にされて以

来,そ の機能に関する研究はおびただしい数にのぼ

つているが,血 中に侵入した異物を貪喰して血中か

ら除去する作用もその主機能の一つである.し たが

つて墨汁,膠 樣銀,色 素等を血中に注入しその貪喰

程度が最高に達すれば内被細胞は飽食状態におちい

り,遂 にその機能は障害されるに至るが,こ れが機

能封鎖であり本実験の目的とするところである.こ

の目的のために使用される物質としては墨汁が生体

に無害であり,ま た体内においても変化をうけ難く

理想的填塞材料とされている.よ つて著者は市販不

易墨汁を生理食塩水をもつて10%に 稀釈し,濾 紙を

もつて2回 濾過後煮沸滅菌してふたたび濾紙をもつ

て無菌的に1回 濾過した後氷室に保存し,用 にのぞ

みウサギの体温にあたためて使用し,体 重pro kg

 5ccあ て毎日1回 耳靜脈より注射し, 15日間継続した.

b)脾 剔出

網内系の主要臓器とされる肝,骨 髄ならびに脾の

うち,脾 を除去して網内系機能脱落をおこすために

ウサギを空腹時背位に固定し,上 腹部を剃毛して左

季肋部を約5cm縦 切開し,腹 腔をひらき胃体部を

露出せしめ,そ の左後方に位置する脾を血管結紮後

剔出し,つ いで腹壁を縫合して手術を終了した.

4.網 内系機能検査

網内系機能検査としてはAdier Reimann38)の

Kongorot法 を使用した.す なわち, 1% Kongorot

生理食塩水溶液の2ccを ウサギの耳靜脈に注射し,

他側耳靜脈から3.8%ク エン酸ソーダ溶液0.2ccを

いれた注射器をもつてKongorot注 射4分 および

60分 後の血液をそれぞれ2cc採 取 し, 1500回 転20

分間遠心沈澱して血漿をとり,光 電比色計を使用し

て吸光度を測定した.な おFilterは 吸光度を大に

するため緑色のものを使用した.ま たできるだけ誤

差をす くなくするためにKongorot注 射には同一注

射器を使用し, 1% Kongorot溶 液はその都度作製

した. Kongorot Index(以 下K. I.と略記する)は

Adler Reimann法 にしたがい次式により算出した.

K. I.=
60分 目の濃度

/4分 目の濃度
×100

5.沈 降反応
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沈降反応術式は当教室慣用にしたがい抗原重層法

により抗原価および抗体価の測定をおこなつた.判

定は抗原重層後15分 おいて沈降反応陽性のものを

(〓), 30分 を(〓), 1時 間を(+), 2時 間を(±)

をもつてあらわし,抗 原重層後2時 間を経過するも

なお陰性のものを(-)と した.ま た対照の記載はす

べて省略した.

6.電 気泳動

a)電 気泳動用試料の稀釈には電気泳動研究会の

規定にしたがつて調製した1/10M燐 酸緩衝液(pH

 7.8,イ オン強度0.288)を 使用し,透 析には1/20M

燐酸緩衝液400ccを 使用した.試 料は約3倍 に稀

釈し24～48時 間後の蛋白濃度がほぼ2.0g/dlに な

るように準備した.

b)電 気泳動は日立製HTD-I型Tiselius電 気

泳動装置を使用し,三 節型長脚セルを使用して,電

圧は100V,電 流は7mAて50分 間 にわたつておこ

ない, Diagonal Slitの 傾斜角度はほぼ60度 に固定

した.

c)面 積測定は電気泳動研究会規定にもとずき下

降脚を使用し, Patternを8倍 に拡大 してPlani

meterを もつて測定した.

d)蛋 白濃度の測定には日立屈折蛋白計を使用し

た.

実 験 成 績

本実験にさきだち,処 置前における正常ウサギの

K. I.な らびに血清蛋白分劃につ いて表示すると表

1の ごとくである.

表 1

す な わ ち, No. 1～20の10例 に お い でK. I.は

31.2～65.2,総 蛋 白 量(T. P.)は6.1～7.2g/dl,

 Albuminは53.1～75.8%(3.61～5.01g/dl), α-

Globulinは7.9～18.4%(0.49～1.29g/dl), β-

Globulinは9.4～23.2%(0.62～1.58g/dl), γ-

Globulinは4.1～10.8%(0.29～0.73g/dl)を 示

し,平 均 値 に で はK. I. 48.8, T. P. 6.6g/dl,

 Albumin 65.7% (4.30g/dl), α-Globulin 11.6%

(0.77g/dl), β-Globulin 14.2%(0.94g/dl), γ-

Globuiin 8.4%(0.55g/dl)で あ つ た .

正 常 ウ サ ギ のK. I.に 関 し て は 木 下39)(38～54),

長 島40)(39～48),牟 田41)(47～51),柚 木42)(52～

59),松 葉43)(20.9～60.0),鶴 井44)(33.3～60.0),

葛 谷45)(26.2～52.0)ら の報 告 が あ る が,著 者 の 場 合

もそ れ ら とほ ぼ 一致 した 成績 を示 した.ま た 正 常 ウ

サ ギの 血清 蛋 白分劃 に 関 す る研 究 にはSeibert46) 47),

不 破48),石 川17),和 智49),大 崎50),三 島51)ら の もの

があ るが,各 実 験 成績 に お い て差 異 がみ とめ られ,

これ は実 験 例 数,緩 衝 液 の種 類,イ オ ン強 度, pH

そ の他 種 々の 実験 条件 の相 違 に よる も の と思 考 され,

一 応 著者 の実 験 成績 を 標 準 と し て以後 の実験 に つい

て検 討 した.

1.正 常 ウサ ギを 免 疫 した 場 合

免 疫前 正 常 ウサ ギに つ い でK. I., T. P.お よび血

清 蛋 白 分劃 を 測定 した 後 ウシ面 清 を注 射 し,注 射 後

7お よび14日 に 沈降 反 応, 10日 にK. I., T. P.お よ

び 血 清蛋 白分 劃 を測 定 し,つ いで20, 40, 55, 70,

 85日 と両 者 と もに測 定 を お こな い,そ れ らの 変 移を
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追求した成績はK. I., T. P.お よび蛋白分劃におい

ては表2,な お血清蛋白分劃およびT. P.に ついて

各検査期日における前検査期日との濃度差(g/dl)

の注射前の濃度にたいする百分比をもつて増減率と

な し, K. I.に ついては各検査期日における前検査

期日との差をもつて増減差となし,い ずれも増加は

+,減 少は-と してあらわ せばこの場合は表3の

ごとくである.そ の電気泳動図は写真1の ごとくで

ありまた沈降反応においては表4の ごとくであつた.

まず, K. I., T. P.お よび蛋白分劃につき各全3

例 を 通 して観 察 し一 定 した 変 化を も とめ た結 果はつ

ぎの ごと くで あ つ た.

K. I.は 注 射後10日 に 増 加, 40お よび55日 に減少

の ほ か増 減 不定 で あ り, T. P.は10お よび20日 に増

加, 30日 に 減 少, 55日 に ふ た た び増 加 のほ かは不定,

 Albuminは 全 期 日と も不 定, α-Globulinは40お よ

び85日 に 減少, β-Globulinは30日 に減 少, 55日 に

増加, γ-Globulinは10お よび20日 に 増加, 40日

に減 少, 55お よび85日 に ふ たた び増 加 し,そ のほか

は不 定 で あつ た.ま た平 均 値 に お いて はK. I.は30

表 2
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表 3

表 4
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日まで 増 加,以 後 減 少 し, T. P.は20日 まで増 加,

 30お よび40日 は 減 少 し,以 後 また増 加 の傾 向 あ り,

 Albuminは30日 まで は減 少, α-Globulinは20日

まで 増 加, 30日 お よ び40日 に 減 少,以 後 また増 加,

 85日 に 減少, β-Globulinは20日 まで 増 加, 30お よ

び40日 に 減 少,以 後 増 加 し, γ-Globulinも 同樣 で

あ つ た.な お 一 般 に γ-Globulinの 増 減 率は 他 に く

らべ て と くに 大 で あつ た.

つ ぎ に沈 降反 応 につ ぎ観 察 す る とNo. 1に お い て

は 注射 後7お よび14日 に100(抗 原 価)×0(抗 原 価),

 20日 に1,000×20, 30日 に500×20, 40日 に500×10,

 55日 に1,000×10, 70日 に500×0, 85日 に50×0で あ

つ た. No. 3に お い て は7日 に500×0, 14日 に2,000

×40, 20日 に20,000×40, 30日 に10,000×80, 40日

に8,000×40, 55日 に1,000×40, 70日 に500×10,

 15日 に100×0で あつ た. No. 4に お い ては7日 に

400×0, 14お よび20日 に2,000×40, 30日 お よび

80日 に500×40, 55日 に1,000×40, 70日 に500×10,

 85日 に50×0で あつ た.以 上3例 を 通 して各例 とも

20日 に 抗 原,抗 体価 は 最 高 で あ り,爾 後漸 次減 退す

る が55日 に お いて一 時 的に 抗 原価 の上 昇 を み とめた.

2.脾 剔 出 ウサ ギを 免 疫 した場 合

脾 剔 出前 正 常 ウ サ ギにつ い てK. I., T. P.お よび

血 清 蛋 白分 劃 を 測定 した 後 先述 の方 法 に よ り脾 剔出

を お こない,そ の1日 後 にK. I., T. P.お よび蛋白

分劃 を 測定 して ウ シ血 清 を注 射 後7お よび14日 に沈

降 反応, 10日 にK. I., T. P.お よび 蛋 白分 劃を測定

し,つ いで20, 40, 55, 70, 85日 と両 者 と もに測定

し,そ れ ら の変 移 を追 求 した 成績 はK. I., T. P.お

よび 蛋 白分 劃 に お いて は表5,そ の増 減 差 およ び率

沈 降反 応 電 気 泳 動図 は 写真2の ご と くであ り,ま た

は 表6,に お い ては 表7の ごと くで あつ た.

まず, K. I., T. P.お よ び蛋 白分 劃 につ き各全3

例 を 通 して 観 察 し一 定 した変 化 を も とめ た と ころつ

ぎの ごと くで あ つた.

K. I.は 脾 剔後1日 に 増加,注 射後20お よび70日

表 5
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表 6
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表 7
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に 減少, 85日 に 増加, T. P.は 脾 剔後1日 に 減 少,

注 射後10日 に 増 加, 20お よび85日 に 減少, Albumin

は脾 剔後1日 に 減 少, α-Globulinは 全 期 日 とも不

定, β-Globulinは 脾 剔 後1日 に 増加,注 射後20日

に減少, γ-Globulinは 脾 剔後1日 に減 少,注 射後

10日 に増 加 し,そ の ほ か はい ず れ も増 減 不定 で あつ

た.ま た 平均 値 に お い てはK. I.は 脾 剔 後1日 に 増

加,注 射 後10お よび20日 に減 少, 30日 に 増加,以 後

70日 ま で減 少, 85日 に増 加 し, T. P.は 脾 剔後1日

に減少,注 射後10日 に増 加, 20日 に減 少, 30日 に 増

加, 40日 に 減少, 55お よ び70日 に増 加, 85日 に減 少

し, α-Globulinは 脾 剔 後1日 お よび注 射後10日 に

減 少, 20日 に不 変, 30日 に増 加, 40日 に 減少, 55日

に 増加,以 後 減 少 し, β-Giobulinは 脾 剔後1日 に

増 加,注 射後10～30日 に 減 少, 40お よび55日 に増 加,

 70日 に 減少, 85日 に 不 変 で あ り, γ-Globulinは 脾

剔後1日 に減 少,注 射 後10日 に 増 加, 20日 に 減 少,

 30日 に増 加, 40日 に減 少, 55お よび70日 に増 加, 85

日に 減少 した.な お 一 般 に γ-Globulinの 増 減 率は

他 に くらべ て と くに大 で あ つた.

つ ぎに沈 降反応 につ き観 察 す る とNo. 6に お い ては

注射 後7日 に100×0, 14日 に100×10, 20日 に100

×20, 30日 に1,000×20, 40お よ び55日 に1,000×10,

 70日 に500×0, 85日 に0×0で あつ た. No. 8に お い

ては 注 射後7日 に500×20, 14日 に4,000×80, 20日

に10,000×80, 30日 に10,000×40, 40日 に8,000×

20, 55日 に1,000×20, 70日 に1,000×0, 85日 に100

×0で あつ た. No. 11に お いて は注 射 後7日 に1,000

×10, 14日 に2,000×20, 20日 に4,000×20, 30日 に

1,000×40, 40日 に500×10, 55日 に1,000×20, 70

日に500×0, 85日 に0×0で あ つ た.以 上3例 の うち

No. 6は 注射 後30日 に, No. 8お よび11は20日 後 に抗

原価 は 最 高 を示 し,ま た抗 体 価 はNo. 11が30日 後

に最 高 を 示す ほ か 前者 と同樣 で あつ た.な お 各 例 と

も20～30日 に 最高 を 示 した抗 原 お よ び抗 体 価はNo.

 11が 注 射 後55日 に一 時 的 上昇 を 示す ほ か 漸次 減 退 し,

 85日 にはNo. 8以 外 の2例 は まつ た く消失 した.

3.墨 汁填 塞 ウサ ギを 免疫 した場 合

墨 汁填 塞 前 正 常 ウ ナ ギにつ いてK. I., T. P.お よ

び血 清蛋 白分 劃 を測 定 した後 先 述 の方 法 に よ り墨汁

注 射を お こな い,そ の終 了1日 後 にK. I., T. P.お

よび蛋 白分 劃 を測 定 して ウシ 血清 を 注 射 し,そ の注

射 後7, 14, 20, 30, 40, 55, 70, 85日 とK. I.,

 T. P.,蛋 白分 劃 な らび に 沈降 反応 を 測定 して そ れ ら

の 変移 を 追求 した 成績 はK. I., T. P.お よび 蛋 白分

劃 にお い ては 表8,そ の増 減 差 お よ び率 は表9,電

表 8
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表 9
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表 10

気泳動図は写真3の ごとくであり,ま た沈降反応に

おいては表10の ごとくであつた.

まず, K. I., T. P.お よび蛋白分劃につき各全3

例を通して観祭 し一定 した変化を求めたところつぎ

の ご と くで あつ た. K. I.は 墨 汁 注 射 終了1日 後 に

増 加,血 清 注 射 後7日 に 減 少, 20, 70お よ び85日 に

増 加, T. P.は 墨 汁 注 射終 了1日 後 に減 少,血 清 注

射後7お よび14日 に 増 加, 30お よび55日 に 減少, 85
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日に 増 加, Albuminは 墨 汁 注 射終 了1日 後 に 減 少,

血 清 注 射後20日 に 増 加, 30お よび55日 に減 少, α-

Globulinは 血 清 注 射後14お よ び20日 に 減 少, β-

Globulinは 血清 注 射 後85日 に 減 少, γ-Globulinは

墨 汁 注 射終 了1日 後 に減 少,血 清 注 射後7日 に増 加,

 30日 に 減少, 70日 に増 加 し,そ のほ かは 増 減 不定 で

あつ た.

また 平均 値 に お い てはK. I.は 墨 汁 注 射 終 了1日

後 に増 加,血 清 注 射後7日 に 減少, 14～30日 に増 加,

 40お よび55日 に 減少, 70お よび85日 に増 加 し, T. P.

は 墨 汁 射終 了1日 後 に減 少,血 清 注 射7お よび14日

に増 加, 20お よび30日 に 減少, 40日 に不 変, 55日

に 減少 その 後増 加 し, Albuminは 墨 汁 注 射 終了1

日後 に 減少,血 清注 射 後7～20日 に増 加, 30日 に 減

少, 40日 に 増 加, 55日 に 減 少 そ の 後 増 加 し, α-

Globulinは 墨 汁注 射1日 後 に増 加, 血清 注 射後7～

20日 に 減少, 30日 に増 加, 40日 に 減 少, 55日 に増 加,

 70日 に減 少, 85日 に増 加 し, β-Globulinは 墨 汁 注

射1日 後 に 増 加,血 清 注射 後7お よ び14日 に減 少,

 20日 に増 加, 30お よび40日 に減 少, 55お よ び70日 に

増 加, 85日 に 減少 し, γ-Globulinは 墨 汁 注 射1日

後 に減 少,血 清 注 射 後7お よび14日 に 増 加,そ の後

55日 ま で減 少, 70日 増 加, 85日 に減 少 した.

な お 一般 に γ-Globulinの 増 減率 は 他 に くらべ て

大 で あつ た.

つ ぎ に沈 降 反応 につ き観 察す る とNo. 12に お い

ては 血 清注 射 後7日 に4,000×80, 14日 に40,000×

320, 20お よび30日 に40,000×80, 40日 に40,000×

40, 55日 に40,000×10, 70日 に20,000×20, 85日 に

40,000×10で あっ た. No. 13に お い ては 注 射後7

日に4,000×40, 14日 に40,000×320, 20日 に40,000

×160, 30日 に40,000×40, 40日 に20,000×40, 55

日に40,000×10, 70日 に10,000×20, 85日 に20,000

×10で あつ た. No. 16に お い て は 注 射 後7Elに

4,000×80, 14日 に20,000/160, 20日 に20,000×40,

 30日 に20,000×5, 40日 に10,000×5, 55日 に1,000

×0, 70日 お よび85日 に0×0で あつ た.以 上3例 と

も抗 原 お よび 抗 体 価は14日 に お いて 最高 を示 し,

 No. 12お よび13に おい て70日 に抗 体 価 が, 85日 に

お い て 抗原 価 が 上昇 す るほ かは14日 以後 漸 次 減 退を

示 し,と くにNo. 16に お い て は70日 に まつ た く消

失 した.

総 括 な らび に考 按

正 常 ウサ ギ,脾 剔 出 ウサ ギお よび墨 汁填 塞 ウサ ギ

の3群 にわけでウシ面清を注射し, K. I., T. P,血

清蛋白分劃および沈降素の消長を追求した成績を総

括考按するとつぎのごとくである.

まず各群について各3例 の変化を総括して観察す

ると,正 常ウサギにおいてはK. I., Albumin, α-

およびβ-Globulinに は一定した有意義な変化はほ

とんどみとめられず,た だT. P.お よびγ-Globulin

にお いて注射後20日 まで著明な増加を示し,そ の後

30～40日 において著しく減少し,ふ たたびやや増加

の傾向を示した.沈 降素の生成は20日 に最高であり,

その後ほぼ減少の傾向あり85日 には抗体価はほとん

ど消失した.

つ ぎに脾剔出ウサギにおいてはK. I.は 脾剔後1

日に上昇し,注 射後20日 において著明な低下を示し,

 T. P.は 脾剔後1日 に減少,注 射後10日 に増加し,

 Albuminほ 脾 剔後1日 に減少し, β-Globulinは

脾剔後1日 に増加し, γ-Globulinは 脾剔後1日 に

低下,注 射後10日 に著明な増加をきたし,そ のほか

は増減区々で有意義な変動はみとめられなかつた.

また沈降素は注射後20～30日 において最高値を示し

以後瀬次減少し85日 はほとんど消失した.

つ ぎに墨汁填塞ウナギにおいてはK. I.は 墨汁注

射終了後1日 に上昇 し,血 清注射後7日 に低下し,

 T. P.は 墨汁注射終了1日 後に減少,血 清注射後7

～14日 において増加し, Albuminは 墨 汁注射終了

後に減少, γ-Globulinは 墨汁注射終了1日 後に減

少,血 清注射7日 後に著明に増加し,そ のほかは増

減区々でかつ有意義な変動はみとめられなかつた.

以上3群 の変化を考按すると,ま ずK. I.に よつ

てあらわされる網内系機能については正常ウナギに

おける抗原注射の影響はほとんどみとみられなかつ

た.こ れは三好52),小 山53)のウサギを免疫すれば凝

集価の最高に達する時期に網内系機能は最高に亢進

するという報告および著者らのウシ血清5回 注射に

よる場合の沈降素とK. I.の 変動に関する同樣の実

験結果とも相違するが,こ れは免疫条件その他の相

違に原因することも大と思考された.さ らに脾剔出

ウサギでは脾剔後1日 において編内系の主要臓器で

ある脾を剔出することによりその機能の低下をきた

した.し かし注射後20日 には機能恢復の傾向を示し,

網内系の再生代償能力が強大なことが思惟された.

墨汁填塞ウサギにおいては墨汁注射1日 後に低下し

た網内系機能が血清注射7日 後には恢復を示し,脾

剔による場合よりも早期 に機能の恢復をみとめた.

墨汁注射の網内系機能におよぼす影響については三
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好52)は機能上昇,宮 軒,山 内54),小 山53)および松葉

らは低下,木 下39)は小量注射では上昇し大量注射で

は低下すると報じたが,著 者の実験では墨汁注射終

了1日 後においてあきらかに機能低下をみとめた.

つぎに血清蛋白分劃, T. P.お よび沈降素の消長に

ついては正常ウサギにおいてT. P.お よびγ-Globu

linの 増加が注射後20日 までみ られその後減少し,

沈降素も20日後において最高を示しその後低下し,

 T. P.お よびγ-Globulinの 消長と沈降素のそれとが

40日 後までほぼ平行関係にあり,先 述の山根19)らの

報告と一致 するものである.

しかしAlbumin, α-およびβ-Globulinに は意

義ある変化はえられなかつた.一 方脾剔出ウサギに

おいては沈降素は注射後20～30日 に最高を示したが

正常ウサギと比較して抗原および抗体価はあきらか

にひくく,実 験期間中最高の沈降素生成を示した時

期における3群 の沈降反応成績を対照して図示する

と図1の ごとくであつた.し かもγ-Globulinも 脾

図 1

剔後1日 においで減少した後注射後10日 に増加しそ

の後増減一定せず, T. P.も 同 樣であり,こ のこと

は脾剔出による網内系機能低下によると思惟された.

ちなみに志村55)は脾剔出ウサギの血清蛋白像を電気

泳動的に観察し, Albuminの 減 少をみとめまた卵

白注射による沈降値は対照例と比較しでγ-Globu

linと 平行せず,そ の産生 もおくれると報じ,著 者

とほぼ同樣な結果をえている.な お沈降素は注射後

20～30日 を頂点とで漸減したことは正常ウサギと同

樣であり, 85日 後はほとんど消失した.つ ぎに墨汁

填塞 ウサギにおいては沈降素生成は14日 後に最高で

あり,し かも正常ウサギより高度であつたが,こ れ

は墨汁填塞により墨汁注射終了1日 後に網内系機能

は低下し, γ-Globulinも また低下したにもかかわ

らず,血清注射後7日 には網内系機能, γ-Globulin

ともに恢復ないし逆に填塞前より増強したことが原
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因と思考され,墨 汁填塞により反射的に網内系の再

生代償能を刺戟し機能亢進をきたすに至つた結果と

思惟された.網 内系を填塞することにより抗体産生

状態を検した報告は今日まで非常に多く,し かして

大部分は何らかの変動をみとめ,そ れによつて本系

統の抗体産生との関係を推定しているのであるがそ

の程度はまつたく区々である.山 県56),浜 田57)らは

過敏性現象によつて填塞後の抗体産生の抑制をみと

め,仁 木58)はチフス菌凝集反応にまつたく影響なし

と報じている.ま たウサギの血清蛋白におよぼす影

響についても葛谷59)らはT. P.お よびAlbuminの

低下 ならびにγ-Glolbuinの 機能障害高度時の減少,

中等度時の増加を報 じ,小 山53)もほぼ同樣の所見を

え,し かして填塞中止ないし填塞頻歩減少によりい

ずれも恢復するとし,ま た仁木58)はAlbuminの 減

少, β-Globulinの 増加のほか一定 した変化なしと

し,吉 田60)らは逆にγ-Globulinの 増 加をみとめ,

志村61)もまた聞樣な結果を報告している.著 者の実

験においでは墨 汁注射1日 後においてAlbumin,

 γ-Globulinお よびT. P.の 減少が著明であつた.

以 上 のべ た ごとく,正 常ウサギにおいてはγ-

Globulinと 沈降素とはほぼ平行して増減しまた脾

剔出によりγ-Globulinの 低下をきたすと沈降素産

生も抑制される結果よりしてγ-Globulinと 抗体産

生との関係がきわめて密接なものなることが思考さ

れ, Tiselius62), Tiselius & Kabatl3)ら の実験 を

はじめ数多の業蹟によりすでにみとめられたところ

とよく一致するものである.ま た脾剔出および墨汁

填塞により網内系機能を低下せしめるとそれに応じ

てγ-Globulinの 低 下を招来 したことは木村26),

 Sabin25)ら の主張する抗体産生母地としての網内系

の役割を襄付けるものである.本 編においては網内

系,血 清蛋白および沈降素ら3者 の消長の関係なら

びに網内系を障害した場会のそれらの変移を実験追

求したものであるが,次 編においてはこれらの成績

をもととして, Thiazolo-Cyanin系 感光色素Plato

nin N. K. No. 53を ウサギに投与した場合のそれ

らの変移を観察検討せんとするものである.

結 論

以上,正 常ウサギおよび墨汁注射ならびに脾剔出

により網内系機能を障害したウサギにたいしウシ血

清抗原を1回 注射してKongorot Index,血 清総蛋

白濃度,沈 降素価および量の消長ならびに血清蛋白

分劃の変動を電気泳動的に一定間隔のもとに検査し

観察した結果,つ ぎのごとき結論をえた.

1.正 常 ウサギにおいては抗血清の総蛋白濃度お

よびγ-Globulin量 は沈降素の消長とほぼ平行関係

を示した. Albumin, α-お よび β-Globulinな ら

びにKongorot Indexの 増 減には一定した傾向は

みとめられなかつた.

2.脾 剔出ウサギにおいては脾剔出後1日 におい

てKongorot Indexの 増 加な らびに血清総蛋白濃

 度, Albuminお よび γ-Globulinの 減 少,さ らに

β-Globulinの 増加をみとめた. α-Globulinに は

有意義な変化はまつたくみられなかつた.

3.墨 汁填塞ウサギにおいては墨汁注射終了後1

日においてKongorot Indexの 増 加な らびに血清

総蛋白濃度, Albuminお よ び γ-Globulinの 減少

をみとめた. α-および β-Globulinに は 有意義な

変化はまつたくみられなかつた.

4.脾 剔出および墨汁填塞ウサギにおいては正常

ウサギにおけるがごとき沈降素の消長と平行関係に

ある血清蛋白はほとんどみとめられなかつた.

5.沈 降素生成は正常ウサギでは抗原注射20日,

脾剔出ウサギでは20～30日,墨 汁填塞ウサギでは14

日において最高であり, 3群 間を比較すると墨汁填

塞ウサギが最大であり,つ いで正常ウサギ,脾 剔出

ウサギの順序であつた.こ れは墨汁填塞群は脾剔出

群に比して網内系機能および γ-Globulinの 恢復が

迅速であり,後 には逆にそれらの増強をきたした結

果と思惟された.

6.抗 原注射後85日 においては3群 とも沈降素の

減退が著明であつたが,と くに脾剔出ウサギにおい

てそれがはなはだしかつた.

7.以 上の成績からγ-Globulinと 抗体とは密接

な関係にあり,ま た抗体産生母地としての網内系の

役割もすくなからぬ ことをみとめた.

稿を終るにのぞみ,御 懇篤な御指導ならびに御校

閲を賜わりたる恩師三上教授に深甚なる謝意をささ

げるとともに岡山大学医学部法医学教室教室員各位

の御指導御援助に感謝いたします.

(本論文の要旨は昭和32年6月 第41次 日本法医学会

総会において発表 した)
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Chapter One

Experimental Studies on the Changes That Occur Either in the 

Reticuloendotherial System, Serum Protein, or the 

Antibody Production of Immunized Rabbits

by

Sadako OBAYASHI

Deptment of Legal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Y. MIKAMI)

After having once injected cow's serum antigen toward both a normal rabbit, as well as 

a rabbit with impediments in the reticuloendotherial function due to ink injection, I exa

mined and have taken observations on such matters as Congored Index, total serum protein 

density, precipitin value, as well as quantitative changes that happened; which, offered 

results as follows:

1. In case of a normal one, the total protein density of antiserum, along with ƒÁ-

Globulin quantity, almost showed a parallel relation with the precipitin changes. In those 

viccisitudes that have occurred in ƒ¿- and ƒÀ-Globulin as well as Congorccl Index, no definite 

tendency could be detected.

2. In case of a splenorectomized rabbit, there occurred an increase in Congored Index, 

accompanied with a decrease in the total serum protein density, albumin, as well as ƒÁ-

Globulin, on the day that followed the operation. Moreover, an increase has taken place in 

ƒÀ-Globulin .

3. In an ink-filled rabbit, there could be seen, within a day of injection, certain inc

rease in the Congored Index, along with a decrease in total serum protein density, albumin 

or ƒÁ-Globulin.

4. In those rabbits who underwent splenorectomy and ink-injection, no serum protein 

acting parallel with the precipitin changes, as seen in a normal one, could be observed.

5. The precipitin production has proved at its maximum in a normal rabbit, in 20 days 

after antigen injection; while, in 20-30 days in case of an operated one; and 14 days in 

the injected rabbit, among these three groups, the injected rabbit showed maximum; next, 

normal one, and lastly, rabbit who suffered the operation.

6. At 85th days after the injection, of antigen, a decline in precipitin has proved 

marked in all the three groups, esp., very eloquent in an operated rabbit.

7. From the above results, it may roughly be concluded that a close correlation exists 

between ƒÁ-Globulin and antibody; further, the role of reticuloendotherial system as mother 

ground for antibody production may be considered with some significance.
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写真1

No. 3

処 置 前

注 射 後20日

注 射 後10日

注 射 後85日

写真2

No. 8

処 置 前 脾 別 出 後1月
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No. 8

注 射 後10日 注 射 後85日

写真3

No. 16

処 置 前

血 清 注 射 後14日

墨汁注射終了後1日

血 清 注 射 後30日


